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第１号議案  ２０１９年度活動報告  

■会員数（2020年 4月 30日現在） 

 団体会員 33団体、個人会員 14名、賛助会員 10（団体・企業 5、個人 5） 

 

１． 協会事務事業 

 

（１） 八丈島の文化に関わる各種問い合わせへの情報提供業務 

2019 年度は、島外 7 件について対応しました。そのうち 4 件はコーディネート業務に発展し

ました。 

 

① 町企画財政課からの紹介で、東京都主催オリパライベント「DANCE TRUCK TOKYO」のプロデューサ

ー（ダンストラック協会）が事務所に来所。八丈での実施にあたっての情報提供等の支援依頼を受

ける（2019 年 4月 3日）。コーディネート業務に発展（後述）。 

② 島外在住者より、観光で来島した際に、加茂川会の練習を見学したいとの電話を受け、加茂川会へ

の連絡調整を行う（2019 年 6月 9日）。 

③ テレビ朝日ディレクターより八丈の食文化に詳しい人を紹介してほしいとの電話を受け、協会役員

がテロップの記載についての内容確認などに対応する（2019 年 7月 22日） 

④ 町教育課からの紹介で、落語家の笑福亭べ瓶さんから、八丈で落語会を開きたいとの電話相談を受

ける（2019 年 8月 2日）。コーディネート業務に発展（後述）。 

⑤ 東京アイランドドットコム運営会社より、島内の文化イベントの情報提供依頼を受ける。後日、落

語会や文化フェスの情報を提供する。（2019 年 10 月 10 日） 

⑥ 都民交響楽団の団員から 2020年 10月実施の八丈島演奏会についての支援依頼を受ける（2020年 2

月 10 日）。コーディネート業務に発展（後述）。 

⑦ アウエルバッハ・チェンバー・オーケストラの団員が事務所に来所。2020 年 3月実施の演奏会に

ついての広報宣伝支援依頼を受ける。（2020 年 2月 18日）。コーディネート業務に発展（後述）。 

 

（２） 八丈島の文化振興に関わるコーディネート対応業務 

 近年、八丈町多目的ホール「おじゃれ」を活用した島外団体のステージイベントが増えていま 

す。島の窓口として文化協会に問い合わせがきて、その後、後援として支援にあたるケースが大 

半となっています。2019年度は以下の 4 件についてコーディネートや開催支援を行いました。 

 

１） 若手精鋭落語会昭和 57年会 in八丈島 

若手落語家５人から成る「昭和 57年会」（代表・落語家笑福亭べ瓶）より依頼を受け、協会共催

事業として島民向けの有料落語公演を開催。公演の企画実施、会場手配、宣伝、町および町教委へ

の後援申請、宿泊手配、等、現地コーディネート全般を行いました。 

 

開催日：2019年 11月 27日 会場：多目的ホール「おじゃれ」 

主催：昭和 57年会、八丈島文化協会 後援：八丈町、八丈町教育委員会 

出演：笑福亭べ瓶（上方落語協会）、三遊亭好の助（五代目円楽一門会）、三遊亭歌太郎（落語協会）、 

春風亭昇也（落語芸術協会）、立川こはる（落語立川流） 

来場者数等：入場料 1000円（小学生、65歳以上 500円）来場者 100人、スタッフ 8 人 

 



２） アウエルバッハ・チェンバー・オーケストラ第１１回演奏会八丈島公演 

國學院大學管弦楽団の OB・OGを中心に結成されたアマチュアの弦楽オーケストラ「アウエルル

バッハ・チェンバー・オーケストラ」より依頼を受け、後援事業として、演奏会の開催協力（町へ

の後援申請、広報宣伝等）を行いました。2020年 3月 14日に開催予定でしたが、新型コロナウイ

ルス感染拡大予防のため中止となり、2020 年度に延期となりまし田。来年度も引き続き、協力・支

援を行っていきます。 

 

開催予定日：2021年月 14日(延期)  会場：多目的ホール「おじゃれ」 

主催・出演： アウエルバッハ・チェンバー・オーケストラ  後援：八丈町、八丈町文化協会 

 

３） DANCE TRUCK TOKYO2020・八丈島 

Tokyo Tokyo FESTIVAL企画公募採択事業のプロジェクトとして都主催で、2019年から 2021 年に

かけて都内 15 か所で行われるダンスプロジェクトに後援事業として協力しています。今年度は、

開催日や開催地の選定へのアドバイスや島内実施に際しての人材紹介等を行いました。来年度も引

き続き、協力・支援を行っていきます。 

 

開催予定日：2021年 4月以降 会場：神湊（底土）港駐車場 

主催：東京都、公益財団法人東京都歴史文化財団アーツカウンシル東京 

共催：八丈町 後援：八丈島文化協会 企画制作：全日本ダンストラック協会 

 

４） 都民交響楽団八丈島演奏会 

上野の東京文化会館を拠点に 70年の歴史と伝統を持つアマチュアオーケストラ「都民交響楽団

団」による島しょ演奏会事業（三宅島、新島で実施）への協力を行っています。今年度は開催にむ

けての打ち合わせや島内での楽器手配のコーディネートなどを行いました。2020 年度は以下の日程

で、教育委員会後援の小中学生むけの音楽教室を昼間に、一般島民むけの無料演奏会を夜に開催予

定でしたが、中止となりました。2021 年の開催にむけて、来年度も引き続き、協力・支援を行って

いきます。 

 

開催予定日：2020年 10月 23日(中止) 会場：多目的ホール「おじゃれ」 

主催・出演： 都民交響楽団  後援：八丈町教育委員会、八丈島文化協会  

 

（３） 八丈町その他からの依頼対応業務 

2019 年度の依頼はありませんでした。 

 

（４） 八丈島の文化振興のための業務 

文化活動を行う島内団体からの要望をとりまとめ、「町ホールに関する要望及び質問書」を

2020 年 3月 31日、八丈町に提出しました。4月 16日に八丈町より回答を得ました。 

 

＜町ホールに関する要望及び質問書の内容および回答(抜粋)＞ 

・備品の八丈太鼓のメンテナンスについての要望 (回答)令和 2年度予算で本年度中に執行予定。 

・練習予約可能期間の延長についての要望 (回答)30日間前までの提出でないと町職員の対応が難しい。 

・保守点検内容の公開要望 (回答)別途、情報公開条例に従う開示請求を。 

・メンテナンスを専任職員雇用でできないか (回答)照明・音響・舞台の保守点検を一人で習得は困難。 

・ホール運営委員会について (回答)協会や住民の意見を聞いて対応したい。 

 



（５） 後援事業 

 島内外の団体からの申請を受け、文化的催しなどへの後援を以下の通り行いました。 

 

１） 会員主催事業への後援 

① いけばな小原流八丈支部花展（一般社団法人小原流八丈支部主催） 

2019年 10月 26、27日 町民ギャラリー  

② ピティナピアノステップ （ピティナ八丈島 Anettai ステーション主催）  

2019年 10月 26日 多目的ホール「おじゃれ」 

③ 東京文化財ウイーク 2019公開事業 太鼓・うた・踊り（八丈島民謡保存会主催）  

2019年 10月 27日 大賀郷公民館 

④ あびの実映画会「ボヘミアン・ラプソディ」 （NPO あびの実主催） 

2019年 12月 14日 多目的ホール「おじゃれ」 

⑤ 八丈ウインドオーケストラクリスマスコンサート（ウインドオーケストラ主催） 

2019年 12月 22日 都立八丈高校視聴覚ホール 

⑥ 第 14 回八丈島歴史セミナー（「八丈実記」を読む会主催）  

第 1 回 2020年 1月 25日、第 2回 2月 8日、第 3回 2月 15日 、第 4回 2月 29日 

七島信用組合ホールほか 

 

２） 一般団体主催事業への後援 

① ちょんこめ映画会「星に語りて～StarrySky～」（NPO 法人ちょんこめ会主催） 

     2020年 2 月 22日 多目的ホール「おじゃれ」 

② アイスランドセミナー（同セミナー支援団体事務局主催） 

2020年 3月 7日開催予定が新型コロナウイルス感染拡大予防のため４月に延期 

③ アウエルバッハ・チェンバー・オーケストラ第 11回演奏会八丈島公演（前述） 

 

（６） 文化情報発信事業 

１） 八丈島イベントカレンダー2019 発行事業 

八丈町社会福祉協議会、八丈町と共同で八丈島イベントカレンダーを編集・発行し、「広

報はちじょう」折り込みの社協報「しゃきょう」とともに配布しました。 

八丈島イベントカレンダー2019 後期 「広報はちじょう 10月号」折り込み（2019年 9 月） 

 

２） 文化協会の発信事業 

   八丈島文化協会のホームページを通じてイベント情報を中心に、島内外にむけて情報を

発信しました。  

①  八丈島イベントカレンダー（インターネット）運営 

 八丈島で開催される主要イベントの情報を集約し、協会ホームページ上に掲載。最新情報 を日々

更新し、SNS（ツイッター）と連動し、広く島内外に周知しました。 

②  八丈島文化協会ホームページ、ブログ運営 

協会加盟団体の情報を中心に、協会ブログと連動しながら、発信しました。 

 

 

 

（７）協会会員に対する事業 

会員同士の相互交流をはかり、八丈島の文化振興に寄与するとともに、会員（加盟団体、

個人会員、賛助会員）を対象に、交流会や情報提供、相談業務を実施しました。 



 

 １） 協会事務局（富士見地区公会堂管理事務所内）開所時対応 

  富士見地区公会堂管理事務所を平日の午前中、週４日開所して事務員を配置し、以下の応 

対ができるようにしました。また、メールや専用携帯電話で、開所時間以外の対応もできる 

体制をとりました。 

① 問い合わせ・相談等受付 

② 会員むけ有料サービス（コピー、ラミネート、プリントアウト） 

 

 ２） 会員交流事業 

  会員を対象にした交流会を実施しました。 

第 1回交流会 2019年 5月 26日（第 8回総会後）大賀郷公民館 

第 2回交流会 会員アンケートの結果、実施希望者が少なかったため、開催を見送りました。 

 

３） 情報発信事業 

  協会報を年 5回発行しました。また FAX・メール通信を会員向けに発信しました。 

① 協会報発行 

第 28号（2019年 4月 12日発行）、第 29号（7月 5日）、第 30号（9月 6日）、 

第 31号（1月 10日）、第 32 号（2020年 3月 10日） 

② FAX・メール通信発行 

第 1号（2019年 4月 30日発行）、第 2号（5月 7日）、第 3号（5月 14日）、第 4号（8月 20日）、 

第 5号（9月 2日）、第 6号（10月 3日）、第 7号（10月 21日）、第 8号（11月 22日）、 

第 9号（12月 9日）、第 10 号（12月 26日）、第 11号（2020年 1月 13日）第 12号（2月 10日） 

 

（８）受託事業、指定管理事業等 

八丈町より委託を受け、富士見地区公会堂指定管理事業を行いました。2019 年度は、のべ

535 団体（個人利用含む）、2276人が利用しました。  

 

（９）理事会、役員会開催 

  理事会・役員会を開催し、運営に関する事項を決議し、運営を推進しました。 

① 役員会 

第 1回 2019年 4月 9日、第 2回 4月 19日、第 3回 5月 21日、第 4回 6月 4日、第 5回 7月 2日、 

第 6回 8月 2日、第 7回 9月 3日、第 8回 10月 1日、第 9回 11月 5日、第 10回 12月 3日、 

第 11回 2020年 1月 7日、第 12回 2月 4日、第 13回 3月 3日 

②理事会 

第 1回 2019年 4月 12日、第 2回 4月 30日、第 3回 6月 7日、第 4回 7月 5日、 

第 5回 8月 6日、第 6回 9月 6日、第 7回 10月 4日、第 8回 11月 8日、 

第 9回 12月 6日、第 10回 1月 10日、第 11回 2月 7日、第 12回 3月 10日 

 

 

 



２． 協会主催(共催)事業 

（１）  八丈町補助金交付事業 

 八丈町補助金を活用し、以下の主催事業を実施しました。 

 

１） 八丈島伝統芸能継承事業（八丈島芸能文化祭） 

〇実施主体 八丈島芸能文化祭実行委員会 

〇内容 八丈太鼓や地域の踊りなどを子どもたちに継承するための取り組みを、伝統芸能団体の協力を得

て年間を通じて実施。実施 98回 のべ参加人数 540人（未就学児 88人、小中高校生 452人） 

〇継承事業協力団体 八丈太鼓月曜会、八丈太鼓よされ会、八丈太鼓こだま会、樫立踊り保存会  

※加茂川会（参加予定でしたが、児童生徒の応募がありませんでした） 

〇その他 年間を通した取り組みの発表の場として、「子どもたちが輝く第 7 回八丈島芸能文化祭」を 3

月 15日に町ホールで開催予定だったが、新型コロナウイルス感染予防のため中止となった。 

 

２）  八丈島 JAZZ フェスティバル事業（八丈島 JAZZ フェスティバル 2019）  

〇実施主体 八丈島 JAZZフェスティバル実行委員会 〇会場 多目的ホール「おじゃれ」 

〇開催日・出演者・来場者数等 

◆プロステージ 2019年 8月 23日 

出演 谷口英治（Cl）吉本章紘（T.SAX）、小沢咲希（Pf）、菊池藍（B）、利光玲奈（Ds） 

入場料 1800円（当日 2000 円）、高校生以下 1000円、親子ペア 2000円 

入場者数 155名、スタッフ数 60名 

◆アマステージ 2019年 8 月 24日 

出演 八丈高校吹奏楽部、富士中吹奏楽部、三原中学校音楽部、大賀郷中音楽部、 

 八丈島社会人吹奏楽団、八丈島ジュニアアンサンブル（小学生有志） 

ゲスト  谷口英治（Cl）、吉本章紘（T.SAX） 入場無料 入場者数 350名、スタッフ数 60名 

◆事前クリニック（7月 13 日、14日） 会場：三原中学校 講師：谷口英治 

 

３）  八丈島民大学講座事業 

〇実施主体 八丈島民大学講座運営委員会 

〇会場 七島信用組合２階ホール 〇入場無料（賛助会費 1口 500円） 

〇開催日・タイトル・講師・来場者数等 

◆第７７回八丈島民大学講座（首都大学東京共催）2019 年 9月 7日 

「中世ゴシック建築はどこから来たか」 山田幸正 首都大学東京プレミアム・カレッジ特任教授 

 来場者数 50人、スタッフ数 10人  

◆第 78回八丈島民大学講座 2020年 2月 18日、19日 

「日本人はどこから来たか～遺伝子で探る日本人のルーツ」篠田謙一 国立科学博物館副館長  

来場者数のべ 107人、スタッフ数 10人 

   〇その他 第 77回「気候変動と私たちのくらし」は欠航により中止となった。 



４）  八丈島文化フェスティバル事業（第 31回八丈島文化フェスティバル） 

〇実施主体 八丈島文化フェスティバル実行委員会 

〇開催日 2019年 1 月 19日 作品展部門 1月 13日～19日 

  〇会場 多目的ホール「おじゃれ」、町民ギャラリー 〇入場無料 

  〇舞台部門出演団体 

   （協会加盟）八丈太鼓月曜会、八丈島民謡保存会（加茂川会）、日本民謡朝元会、 

     コウ リマ ナニ エ、Gold Breath、フラメンコサークル、檜之扇会、八丈混声合唱団、Heat Up、 

     声楽アンサンブル Con Anima、八丈島 soka栄光バンド、M-isle Ballet 

      （一般）大賀郷中学校音楽部、干田美鈴ソプラノ独唱、ピアニカマン 

  〇作品展部門 

   個人参加 8名、大賀郷中美術部、雑貨屋ラミ、八丈の布絵本ゆい、林冬人写真事務所 

 

５）  子ども文化体験事業 

〇実施主体 特定非営利活動法人あそびと文化の NPOあびの実 

〇開催日・タイトル・出演者・来場者数等 

＜舞台鑑賞事業＞ 

子ども招待公演「ミュージカルヘンゼルとグレーテル」2019 年 10月 5日 三根小体育館 

出演：総合劇集団俳優館 来場者数 180人 スタッフ数 8 人 

高校生以下無料、一日会員会費・一般 2000円、あびの実会員無料 

＜あそび体験事業＞ 

◆「ゆかいなおかしなシアターうん・どうかい」 2019年 5月 11日 大賀郷小学校体育館 

講師：NPO法人あそび環境Ｍｕｓｅｕｍアフタフ・バーバン来場者数 50人 スタッフ数 8人 

一日会員会費・200円、あびの実会員無料 

◆ナイトハイク 2019年 6月 22日 三根公民館集合解散 ホタル水路散策   

参加者 15人 スタッフ 5人 一般参加費 200円、あびの実会員無料 

◆ぶらり abinomi 末吉編 2019 年９月 23日 末吉多目的交流施設集合解散 末吉散策  

参加者 34人 スタッフ 5人 一般参加費 200円、あびの実会員無料 

＜映画鑑賞事業＞ 

  ◆あびの実映画会「ボヘミアンラプソディ」2019年 12月 14日 多目的ホール「おじゃれ」 

  来場者数 261人 スタッフ数６人 前売り 900円、当日 1000円、高校生以下・あびの実会員 500円 

 

６）  八丈小島自然体験事業 

〇実施主体 八丈島自然っ子クラブ 

〇その他 八丈小島へ渡船し、鳥打集落跡散策や海遊びを実施予定だったが、予定日の 7 月 20 日、乗船

したものの台風の影響で海況が悪く上陸できなかった。9 月 28 日に延期したが、同じく台風の影響で海

況が悪く実施できなかった。時期を大幅にずらし、3 月 8 日に延期したが、3 月になりコロナウイルス対

策のために学校が休校になったことにともない、実施が不可能となった。 



 

（２） その他の主催・共催事業事業 

１）  若手精鋭落語会昭和 57 年会 in八丈島 

前述のとおり 

 

２）  映画「今日も嫌がらせ弁当」上映会 

八丈在住者が執筆した著作を基に制作し八丈でロケを行った映画「今日も嫌がらせ弁

当」の上映会を、町民有志（映画「今日も嫌がらせ弁当」を八丈で観る会）と八丈町と 

商工会との３者の共催で実施しました。 

〇実施主体 映画「今日も嫌がらせ弁当」を八丈で観る会、八丈町商工会、八丈島文化協会   

〇開催日 2019年 9 月 21日、22日 〇会場 八丈町多目的ホール「おじゃれ」 

〇来場者数等 来場者数 817人、スタッフ 8人   

〇入場料 前売 800円、当日 1000円、高校生以下 500円 



【収入の部】
科目 19年度予算額 19年度決算額 増減 決算額詳細

183,000
657,600

補助金 2,200,000 2,200,000 0 2,200,000
寄付金 121,000 86,373 △ 34,627 86,373

協賛金 863,000

46,000
57,105

469,200
40,600

306,000
事務事業入金 45,000 189,881 144,881 20,000

87,530
8,700
73,651

雑収入 500 2 △ 498 2
繰越金 67,927 67,927 0 67,927

合計 5,317,427 5,166,688 △ 150,739 5,166,688
【支出の部】

科目 31年度予算額 令和1年度決算額 増減 決算額詳細

469,065
86,332
14,093

362,430
535,000
80,490
7,750

524,140
0

173,700
259,440
856,863
20,300

264,180
23,760

　消耗品費 88,235
4,310

0
105,446
35,150

432

24,788
236,213
8,400
9,819

0
113,334
3,000
80,000
21,600
6,440
21,556

235,908
199,999
31,987
20,000

103,734
61,997
2,015
7,232

※予備費 2,749 0 △ 2,749 0

合計 5,317,427 5,099,138 △ 218,289 5,099,138

総収入額　5,166,688　ー　総支出額　5,099,138　＝　67,550　　（繰越額）

 グッズ制作費（Ｔシャツ）
 材料費（映画DVD代）
 記録用撮影委託料
 事務委託料(協会事務へ）
 資料印刷費
 事業消耗品費

 クリーニング代（衣装・装飾クロス等）

 振込手数料
 郵便料（切手、はがき、資料送付等）

主催事業　　　　　　　　　　　（1,188,022）
 手数料 (チケット販売、事務手数料）

 ケータリング（出演者・講師・イベントスタッフ食事）

 会議室使用料（富士見公会堂他）
 装飾費（舞台・会場の装飾）

運営費 1,468,368 1,421,595 △ 46,773

事務事業　　　　　　　　　　　　（233,573）

※会議費（総会、会議用飲料等）　　　　　
※会員交流費　　　　　　　　　　
※通信費（IT契約料、電話代）
※備品費
※雑費                                                            

 公演・演奏機材配送料
 講師送迎車借上料
 船舶借上料（小島渡船代）
 安全対策費
 行事保険料（一日行事保険）
 ＪＡＳＲＡＣ著作権使用料・源泉税

報償費 1,855,700 1,814,143 △ 41,557

JAZZフェスティバル（ゲスト出演料・旅費ほか）
文化フェス　（謝礼ほか）
伝統芸能文化継承（育成費）
島民大学講座（講師謝礼・旅費ほか）
子ども文化体験（公演料・旅費ほか）

広報費 299,000 308,240 9,240
文化協会事務局　（広報編集委託料）

イベント事業　各事業広報物作成費
イベント事業　各事業広告費

会場費 1,085,410 985,670 △ 99,740

ホール使用料（控室・備品含む）
ホール技術料（音響、照明、舞台、他補助者）
ホール技術料（島外乗り込み業者）
商工会研修室ほか使用料

事務受託料（JAZZフェス・文フェス）

内　容　・　説　明

人件費 606,200 569,490 △ 36,710
文化協会事務局人件費
コーディネート委託料
イベントスタッフ人件費

文化協会会員向け有料サービス料
コーディネート料
共同企画収益配分金
預金利子
前年度（年度）繰越金

八丈町補助金
寄付金（個人・企業など）

主催事業入金 1,970,000 1,781,905 △ 188,095

　　　　　　  単独協賛金　　（　436,000　）
　　　 　　　 共有協賛金　　（　427,000　）　　　
賛助会費（島民大学）
募金（JAZZフェス・文フェス会場募金）
入場料（ＪＡＺＺフェス・子ども文化）
ホール利用負担金（文フェス備品使用料・練習）
グッズ販売売上げ（ＪＡＺＺフェスＴシャツ売上）

第２号議案　　　　　　２０１９年度収支決算報告及び監査報告

内　容　・　説　明

会費 913,000 840,600 △ 72,400
文化協会会費
参加団体会員会費・分担金及び負担金





第３号議案   ２０２０年度活動計画（案）の提案及び審議 

 

２０２０年度活動計画（案） 

 

第９回の総会を迎えました。協会として、次のようなことを、心掛けていく必要があります。 

①文化協会主催事業イベントの定着・充実。 

②会員のニーズに応えていく。 

③島の地域づくりとなるような文化活動の推進（地域や他団体、行政との協力・協同）。 

④活動を推進するための協会組織（理事会の強化、人づくり）と財政基盤の強化。 

 

１．協会事務事業 

（１）各種対応業務 

１）八丈島の文化に関わる各種問い合わせへの情報提供業務 

２）八丈島の文化振興に関わるコーディネート対応業務・・・コーディネート料の定着 

３）八丈町その他からの依頼対応業務 

４）八丈島の文化振興のための業務（予算要望なども含めた、各種要望の集約、提言、協議） 

 

（２）後援事業 

※後援について・・・申請のあった行事について、趣旨や内容を検討の上、後援を決定。 

後援の種類は、 1．名義の使用、２．広報支援（協会サイトへの掲載等）、３．運営支援（理事会で

協議の上実施。原則として会員のみ。ただし、島外団体には配慮する）  

１）会員主催事業への後援 

     会員が行う発表会などについて、後援（名義使用や広報支援）などの支援を行う。必要な団体・

個人は、後援申請の提出をお願いする、 

２）一般団体主催事業への後援 

島内の会員以外への事業への後援、支援 

 

（３）文化情報発信事業 

  １）文化協会の発信事業 

・八丈島イベントカレンダー（インターネット）運営 

・八丈島文化協会ホームページ、ブログ運営 

・協会報発行（今年度は年４回の予定） 

・FAX・メール通信発行（年 12回） 

・活動に関わるコーディネート、アドバイス、各種助成情報提供業務 

 

（４）協会会員に対する事業 

１）協会事務局（富士見地区公会堂管理事務所内）業務 

    ①問い合わせ・相談等受付  



②会員むけ有料サービス（コピー、ラミネート、印刷） 

【管理事務所開所時間】 

 月・火・木・金曜日午前 9時 30分～1１時 30分（祝祭日は休所） 

２）会員交流事業   年２回ほど実施予定。 

 

（５）受託事業、指定管理事業等 

富士見地区公会堂指定管理事業（八丈町指定）  

 

（６）文化協会の理事会、役員会開催 

・役員会・・ 原則として毎月第１火曜日に実施 

・理事会・・・原則として毎月第 1金曜日に実施 

・このほか必要に応じて各種臨時会議を開催 

 

２．協会主催（共催）事業 

（１）八丈町補助金交付事業   補助金総額は２２０万円。   

    事        業   実  施  日 概算予算  

八丈小島自然体験 2020年７月 （予定） ２０万円  

主 

催 

事 

業 

 

八丈島 JAZZフェスティバル2020 2020年８月21・22日  

2021年1月24日(日) 

１７０ 

第32回八丈島文化フェスティバル ７７ 

伝統芸能文化継承事業、第７回八丈島芸能文化祭 通年、祭：2021年2月21日(土) ４５ 

八丈島民 第79回島民大学講座 2020年9月 ３１ 

大学講座 第80回島民大学講座 2021年2月～3月 

子ども文 

化体験 

公演 2020年10月3日(土) １１９ 

 

共催事業

（あびの

実） 

映画会 2020年12月 

あそび・体験事業 年間を通して実施 

〇今年度の芸能文化祭は、昨年度に引き続き、伝統芸能の継承

ということで、地域の伝統芸能の練習等を行っている団体に

子どもが参加した場合に参加費を補助したり、受け入れた団

体への支援を行なったりするが、その発表の場として、開催

する。 

※あびの実＝非営利活動法人八丈島あそびと文化の NPOあびの実  

※補助金制度について 

補助金交付事業については、平成 28 年度までは文化協会を通

して各事業に補助金が交付され、それぞれ別会計になっていた

が、29年度より一括して文化協会に補助金が交付され、文化協会

の判断で交付額などを裁量できる形になった。しかし、まだ会計

関係については過渡期なので、今後も町と折衝していく。 

 

（２）島内外団体などからの事業への、共催、後援、支援活動 

   可能なものには、コーディネート料の支払いを求めてい 

  く。 

≪２０２０年度予算の説明≫ 
◉収入について 

補助金は昨年度と同額ながら、

協会会費減と活動団体（主として

「子ども文化のあびの実」）の会費

減で総額が 2019年度より３０万の

減になっています。 

◉支出について 

減額は、主に「子ども文化のあ

びの実」の公演回数減によるもの

です。その他の事業の変化は少な

く それほど規模の縮小にはなっ

ていませんが、イベントスタッフ

が減少傾向にあり、それへの支出

が減っているのは、一考する必要

があると思われます。 

（会計担当から） 



　　第４号議案　　　　　２０２０年度八丈島文化協会事業　　収支予算書（案）

収入

文化協会会費 178,000 文化協会会費 178,000 事務事業
補助金 2,200,000 八丈町補助金 2,200,000 事務事業・主催事業
寄付金 31,000 寄付金 31,000

協賛金　　　　　               　　　　　 1,070,000 主催事業

　事業別協賛・協賛広告料　　　　（670,000）
　共有協賛金　　　　　        　（400,000）

2,469,000 賛助会費 64,000 主催事業
会場募金・事業寄付金 30,000 主催事業
入場料・参加費 300,000 主催事業
参加団体会費・負担金 560,000 主催事業
使用料 45,000 主催事業
グッズ販売売上 400,000 主催事業

60,000 コーディネート料 20,000 収益の10％
有料サービス収入 40,000 事務受託費、コピー・ラミネート料

雑収入 0 預金利子など 0

繰越金 67,550 繰越金 67,550

収入合計 5,005,550 5,005,550

支出
科目 金額 細　　　　目 小計

人件費 664,500 事務員・事務局員費 455,850 1013円/h×450ｈ
事務局長、会計事務委託費 40,000
コーディネート事務委託料 50,650 1013円/h×50ｈ
イベントスタッフ賃金 118,000 主催事業

会場費 894,000 ホール使用料（備品使用料を含む） 352,000 主催事業
照明・音響・舞台制作費（技術料） 522,000 主催事業
会場使用料（商工会研修室ほか） 20,000 主催事業

報償費 1,617,000 出演料・講演料 240,000 主催事業
講師料・指導料 462,000 主催事業
公演料 200,000 主催事業
技術者旅費交通費 147,000 主催事業
旅費交通費（食事代含む） 568,000 主催事業

広報費 306,000 事業広報物作成費 253,000 主催事業
事業広報物作成委託及びサイト管理料 16,000 主催事業
広告費 12,000 主催事業
広報編集委託料 25,000 5000円/回×5回
消耗品費　　 215,200 事務事業、主催事業消耗品
会議費（総会、会議用飲料等）※ 10,000 事務事業
会員交流会費　※ 10,000 事務事業
通信費（ＩＴ契約料、電話代）※ 100,000 事務事業
備品費　※ 10,000 事務事業
雑費　※ 52,759 事務事業・主催事業

運営費 1,524,050 チケット販売事務手数料（観光協会、八丈書房など） 30,000 主催事業
ケータリング費（弁当・飲み物） 193,000 主催事業
会議室使用料 22,000 主催事業
会場装飾費 20,000 主催事業
クリーニング代 6,000 主催事業
公演・演奏機材配送料 95,000 主催事業
渡船・運搬車両借上料 195,000 主催事業
行事保険料 21,000 主催事業
著作権使用料・源泉税 21,000 主催事業
グッズ製作費（JAZZTシャツ） 200,000 主催事業
材料費（映画DVD) 200,000 主催事業
記録用撮影委託料 50,000 主催事業
資料印刷費、印刷委託費 58,000 主催事業
振込手数料 5,519 主催事業
郵便料（切手、送料、資料送付等） 9,572 主催事業

※予備費 0 0

支出合計 5,005,550 5,005,550
※補助対象外費　　　　　182,759　　　　　　　　　

小計 説　　　明

協会会員団体
収入

協会事務収入

科目 金額 細　　　目



第５号議案 
 

八丈島文化協会の役員等の選任について（案） 
 

２０２０．０５．２３ 

 

今総会は、規約第 9条に基づく役員・監事・理事の改選年度にあたります。役員、監事、

理事の承認をもとめます。 

 

１．役員、監事、理事 

〇役員・監事 

 役 職  氏   名     備             考 

会  長 山下  和彦 かぶつ代表 

副 会 長 山下   巧 八丈混声合唱団代表 

事務局長 林    薫 個人会員 

会  計 菊池  洋子 NPO「あびの実」代表 

監  事 佐藤   謙 Pot Hall代表 

菊池  孔介 個人会員 

〇理 事 

 氏  名  備    考  氏  名  備   考 

１ 伊藤  宏 八丈実記を読む会代表 ２ 菊池 一明 個人会員 

３ 笹本  薫 個人会員 ４ 峯尾明日香 八丈ウインドオーケス

トラ会員、（事務局員） ５ 山下久美子 個人会員、事務局員 

６ 宮部 京子 個人会員 ７ 林  哲也 よされ会会員 

８ 木下 恵美 Soka 栄光バンド ９ 山田 幸也 個人会員 

 

２．退任者 

 〇理事：羽廣 大助 

〇顧問：内山江差夫 

 

＜参考＞八丈島文化協会規約 

第 ９ 条【役員・理事の選出】 役員・理事の選出は次のとおりとする。 

１ 理事は会員の立候補及び推薦により選出し、前任理事会が総会で報告し承認を得ることと

する。 

２ 会長、副会長、事務局長、会計、監事は理事会で選考し、総会において承認を得ることと

する。  

 



【団体会員】 【個人会員】

代表者名 連絡担当者 氏名 備考

樫立太鼓会 大澤　康兼 岩﨑　由美

八丈太鼓愛好会 井上啓二郎 内山江差夫

八丈太鼓月曜会 西浜　　聡 菊池　一明

八丈太鼓よされ会 奥山　善男 菊池　孔介

こだま会 山口　くるみ 小泉　雅一

樫立踊り保存会 磯崎雄一郎 結城廣枝 笹本　  薫

加茂川会 川瀬喜重子 土屋　信子 手工芸、華道

之津帆の会 中田美津子 林　　薫

日本民謡　朝元会 榛原　良元 　宮城　いづみ

檜会 檜　誠之介 山下芙美子 宮部　京子

檜之扇会 奥山千鶴子 百川正子 茂手木　清

小原流八丈支部 菊池　亨子 山下久美子

八丈俳句会 平井　園子 山田　幸也

八丈島平聖剣友会 井上　　一

劇団かぶつ 山下　和彦

コウ  リマ  ナニ  エ 栗田　知美

フラメンコサークル 平川絵里香

Heat UP 大澤　幸

M-isle Ballet 今村　恵 石井暢子

八丈ウインドオーケストラ 小室　寿哉

八丈混声合唱団 山下　　巧

八丈島Soka栄光バンド 瀬筒　国治 木下恵美

ﾋﾟﾃｨﾅ八丈島Anettaiｽﾃｰｼｮﾝ 土屋　歌織

ﾐｭｰｼﾞｯｸｽｸｰﾙ“ＷＥ” 高橋　若子 高橋英介

Gold Breath 小金沢有希

Pot Hall 佐藤　　謙

声楽アンサンブル Con Anima 日比野　行雄

中国語勉強会 岸田　栄美

(特非)八丈島あそびと文化のNPOあびの実 菊池　洋子

八丈実記を読む会 伊藤　　宏

八丈島自然っ子クラブ 小野　高志

ランタナの会 木村礼津子

【賛助会員】
団体・企業 個人

代表者名 氏名

山下芙美子 大澤　力

伊勢崎 富治 奥山　弘喜

宮代　昌秀 菊池　淨

歌川　真哉 笹本　長利

森　郁郎

八
丈
伝
統
芸
能

八丈太鼓

語学

子ども文化活動

社会教育

ﾋｯﾌﾟﾎﾟｯﾌﾟﾀﾞﾝｽ

ｸﾗｼｯｸﾊﾞﾚｴ

吹奏楽

コーラス

フラ

フラメンコ

八丈太鼓

八丈太鼓

八丈太鼓

八丈伝統芸能

健康体操

バンド

ピアノ学習

音楽教室

音楽教室

コーラス

野外活動

ライブハウス

　2020年4月30日現在

資料１　八丈島文化協会　会員名簿　　　

名称

伝
統
芸
能

演
劇
・
舞
踊

八丈太鼓

八丈伝統芸能

日本舞踊

日本舞踊

日本舞踊

日本舞踊

華道

俳句

武道

演劇

備考

リードパークリゾート八丈島

社
会
教
育

地
域
活
動

音
　
　
楽

伝
統
文
化

名称

一般社団法人八丈島観光協会

富次朗商店

八丈ビューホテル



【収入の部】 単位：円

項　  目 予 算 額 決 算 額 比較増減 説  明

委託料 300,000 300,000 0 八丈町委託料（＠25,000×12か月分）

利用料 90,000 86,400 ▲ 3,600 のべ利用回数535回、のべ利用人数2815人

雑収入 8,000 5,009 ▲ 2,991 預金利子、灯油代、ピアノ寄付代等

繰越金 48,494 48,374 ▲ 120 前年度繰越金

合　　計 446,494 439,783 ▲ 6,711

【支出の部】 単位：円

項　  目 予 算 額 決 算 額 比較増減 説  明

1．受付・施錠管理・清掃および敷地内管理費(人件費）

276,129円(276H）

2.浄化槽（検査、清掃）65,810円

事務費 7,000 720 ▲ 6,280 事務用品等

修繕費 21,000 20,900 ▲ 100

消耗品費 20,000 19,617 ▲ 383 トイレ用品、蛍光灯、灯油代、モップ等

通信費 35,000 30,074 ▲ 4,926 公会堂予約受付用携帯電話通信代

備品費 0 0 0

予備費 2,184 0 ▲ 2,184

合　　計 446,494 413,990 ▲ 32,504

※ 収入決算額 439,783 － 支出決算額 413,990＝ 次年度繰越額25,793 

資料２

富士見地区公会堂２０１９年度収支報告

管理費 361,310 342,679 ▲ 18,631



令和２年度

【収入の部】 単位：円

項　  目 予 算 額 説  明

委託料 300,000 八丈町委託料（＠25,000×12か月分）

利用料 100,000

雑収入 8,000 預金利子、灯油代等

繰越金 25,793 前年度繰越金

合　　計 433,793

【支出の部】 単位：円

項　  目 予 算 額 説  明

1．受付・清掃・施錠管理および敷地内管理費

303,900（＠1013×300H）

2.浄化槽（検査、清掃）66,790円

事務費 6,000 事務用品

修繕費 ピアノ調律代（2年に一度）

消耗品費 20,000 トイレ用品、蛍光灯、灯油代、モップ等

通信費 35,000 公会堂予約受付用携帯電話通信代

備品費 0

予備費 2,103

合　　計 433,793

資料３

富士見地区公会堂令和２年度収支計画

管理費 370,690


